アグロバクテリウムヲカイシタカンベンカツコウコウリツナショクブツケイシツテンカンホウノカイハツ by 坪山, 祥子 & ツボヤマ, ショウコ
 




Development of  a  simplif ied Agrobacterium-mediated  
genetic  transformation method for plants 
 
生物生産科学科専攻 生物制御科学大講座  













































率が向上した。また、EHA101、EHA105、GV2260、LBA4404、MP90 の 5 種類のアグロバクテリウム
菌株について比較したところ、最も適したアグロバクテリウム株は、Tak-1 と Tak-2 株由来無性芽を用
いた場合は MP90、BC3-38 株由来無性芽を用いた場合は EHA101 であることがわかった。これらの
改良で、Tak-1 株由来無性芽を用いた場合の形質転換効率は 55.0%に向上し、Tak-2 株と BC3-38
株由来無性芽を用いた場合、それぞれの形質転換効率は 98.7%、100%となり、非常に高効率な形質
転換を可能にした。  
本研究において、筆者は簡便かつ高効率なゼニゴケのアグロバクテリウム法（アガートラップ法）の
確立に成功した。また、ゼニゴケを用いて確立したアガートラップ法を代表的なモデル植物であるタバ
コに応用したところ、形質転換カルスの作出に成功した。このことから、アガートラップ法は維管束植物
を含めた他の植物種への応用も可能であると考えられ、今後、植物研究において広く有用な技術にな
ると期待できる。  
